






はじめに 

精神発達遅滞児の成因は不明な点が多い。重度あるいは中等度以上の遅滞児において,15

～20%に染色体異常,10%程度に既知 先天性または後天性の脳障害に基づくもの,5%程度に

既知の代謝異常が証明されているが,約 2/3%は原因不明とされている｡今回,私達は,東京

都大田区を中心に中等度以上の精神発達遅滞児について調査した｡とくに,生化学的検査に

よりスクリーニングを行うとともに,早期発見・早期治療に必要な検査の進め方についても

考察した｡なお,新生児期にマス･スクリーニングされているフェニルケトン尿症,メープル

シロップ尿症,ホモシスチン尿症,ヒシツジン血症およびクレチン症については除外した｡ 


